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趣　　旨

２ 事業内容

（１）｢きょうと子育て環境日本一サミット（仮称）｣事業の展開
（ 千円）

・

・

（２）｢子育て環境日本一推進戦略｣の効果的な周知・啓発
（ 千円）

・

（３）子育てと仕事の両立を図る職場環境の推進 （ 千円）

・

１

令和元年度９月補正予算案主要事項説明

健 康 福 祉 部

事 業 名 子育てにやさしい風土づくり推進事業費
新規・

継続の別
新　規

府 民 環 境 部

商 工 労 働観 光 部

予 算 額 12,000 千円
国　庫 起　債

　「京都府子育て環境日本一推進戦略」の策定に合わせ、早期にオール京
都で取組を推進するための仕組みを構築するとともに、子育てと仕事の両
立を図るためのモデル事業を展開

一般財源

6,500 - - 5,500

その他

担 当 課
・

担 当 名

男 女 共 同 参 画 課 課・担当

電話番号

075-744-6700
こども･青少年総合対策室

人材確保・労働政 策課 075-414-5085
075-414-4602

6,800

健康福祉－ １

地域の子育て環境の充実度を｢見える化｣するためのツール開発に向
けた調査・検討

2,000

3,200

子育て環境日本一推進戦略が目指す｢社会全体で子育てを見守り支
える｣という気運醸成のため、若者や高齢者などターゲット層に応
じたキャッチコピー等を作成

子育て企業サポートチームが企業訪問を通じてニーズを把握した
「子連れコワーキングスペースの設置」や「子連れ出勤の導入」に
係るモデル事業を実施

行政、経済団体、保育・教育関係等の構成団体トップによる｢共同
声明｣を発信するとともに、その具体化や地域特性を踏まえた子育
て環境充実のため、｢地域サミット｣展開に向けた準備を実施

人 材 確 保 企 画 担 当

子 育 て 環 境 推 進 担 当
女性活躍･ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ推進担当

目 的

対 象

方法等

事業内容



趣　旨

２ 事業内容

・  副食費相当額（所得制限あり）

・ 市町村

・ 府１／４、市町村３／４

健康福祉－ ２

１

　保育所、認定こども園に通う対象世帯への副食費補助事業を実施
する市町村に対する支援

補 助 額 ：

実施主体 ：

負担割合 ：

　本年10月の国の幼児教育・保育無償化制度開始に伴い、３～５歳
については、副食費が保育料とは別に実費徴収されることとなった
ため、現行の京都府第３子以降保育料無償化事業の対象世帯（年収
約360万円～640万円）の副食費支援を実施

担 当 課
・

担 当 名

課・担当

電話番号
こども・青少年総合対策室 保育・子育て支援担当 075-414-4591

その他 一般財源

- - - 11,000
予 算 額 11,000 千円

国　庫 起　債

令和元年度９月補正予算案主要事項説明

健 康 福 祉 部

事 業 名 保育所等副食費支援事業費 新規・
継続の別

新　規

目 的

対 象

方法等

事業内容



趣　旨

２ 事業内容

　ひきこもり支援ネットワーク強化研修の実施

・ 民間支援団体
障害者福祉サービス事業所（相談支援事業所）
福祉事務所・社会福祉協議会
地域包括支援センター　　等

・ 京都府のひきこもりの現状
中高年のひきこもりの主な特徴
府内の支援体制　　等

健康福祉－ ３

担 当 課
・

担 当 名

課・担当

電話番号
家 庭 支 援 課 075-414-5598非行少年・ひきこもり対策担当

- - - 1,500

その他

１

令和元年度９月補正予算案主要事項説明

健 康 福 祉 部

事 業 名 中高年ひきこもり支援対応強化費 新規・
継続の別

新　規

予 算 額 1,500 千円
国　庫 起　債 一般財源

　中高年のひきこもりが社会的な課題としてクローズアップされる
中、各種相談・支援の入り口となる民間支援団体等に対し、基礎知
識の習得や対応力強化を目的とした研修を実施することで、ひきこ
もり専門支援機関に円滑につなぐ。

対 象 ：

内 容 ：

目 的

対 象

方法等

事業内容
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